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研究成果の概要（和文）：男女の年代別の世界選手権及びオリンピックを分析し，1) 勝敗判別への寄与が年齢
依存的に増加または減少するゲーム関連統計値が見られること，2) 勝敗判別に寄与するゲーム関連統計値に性
差が存在すること，3) 女子では年齢に関わらずショット選択は類似しているが，男子では差異が見られるこ
と，4) 3ポイントラインに関するルール改正がショット選択に与えた一時的な影響は年齢・性別に関わらず10年
以内に解消していることを確認した．また，男女の年代別の各大陸選手権を分析し，ゲーム構造の地域差が形成
されていることを確認した．

研究成果の概要（英文）：This study analyzed game-related statistics of international basketball 
tournaments and revealed that 1) some game-related statistics showed an increase or decrease in 
contribution to win/loss discrimination depending on age; 2) there were gender differences in 
game-related statistics that contributed to the win/loss discrimination; 3) shot selection was 
similar among women’s tournaments regardless of age, but there were age-related differences among 
men’s tournaments; 4) shot distribution was altered by the extension of the three-point line but 
has recovered within a decade; 5) there were regional differences in technical and tactical 
characteristics among continental championships.

研究分野： スポーツ科学

キーワード： バスケットボール　ゲーム分析　発達　性差　地域差

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究立案の段階でバスケットボールの国際大会のゲーム分析を行っている先行研究を調べてみると，多くの研
究は成年を対象としており，育成年代を対象としたものは少ないことがわかった．また，女子を対象とした研究
は成年であっても数が少なく，育成年代を対象とした研究はほとんど見られないこともわかった．それに加え
て，ルール変更によりゲームの構造が変容することがトップレベルの成年男子で報告されているが，先行研究は
2010年に行われた大幅なルール変更以前に行われたものばかりであった．本研究では，これら先行研究において
不足していた知見を得ることができた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究の対象であるバスケットボールは世界中でプレイされている団体球技の一つである．

バスケットボールにおける効果的な強化戦略を策定するためにはゲームから得られる情報の分
析が不可欠であり，これまでにも多数の研究が行われている．中でもゲーム関連統計値の分析は
ゲームの構造を客観的に捉える上で高い有用性を持つものである．しかし，先行研究には以下の
ような限界が見られる．(1)多くの研究は成年を対象としており，育成年代を対象としたものは
少ない．(2)女子を対象とした研究は成年であっても数が少なく，育成年代を対象とした研究は
ほとんど見られない．(3)ルール変更によりゲームの構造が変容することがトップレベルの成年
男子で報告されているが，先行研究は 2010 年に行われた大幅なルール変更以前に行われたもの
ばかりである．したがって，現行ルールで行われているゲームにおいて育成年代における発達と
性差がゲームの構造に与える影響は明らかでない． 
 
２．研究の目的 
本研究は，年齢や性別の違いがバスケットボールのゲーム構造に与える影響を明らかにし，発

達段階や性別に応じた適切な指導法の構築に資する基礎的知見を集積することを目的とするも
のである．また，バスケットボールの国際大会に見られる競技力の地域差にも着目し，年齢や性
別の違いに加えて，ゲーム構造の地域差に関する分析を行うことも目的とした． 
 
３．研究の方法 
(1) 対象 
 2010 年から 2019 の間に開催された男女の年代別（成年，19 歳以下，17 歳以下）の世界選手
権及びオリンピック，2016 年または 2017 年に開催された男女の年代別（成年，18 歳以下）の各
大陸選手権（アフリカ，アメリカ，アジア，ヨーロッパ）を研究の対象とした． 
 
(2) 分析項目 
 以下の 13 項目のゲーム関連統計値を分析した．① 2 点シュート成功数（S2P），② 2点シュー
ト失敗数（U2P），③ 3点シュート成功数（S3P），④ 3点シュート失敗数（U3P），⑤ フリースロ
ー成功数（SFT），⑥ フリースロー失敗数（UFT），⑦ ディフェンスリバウンド獲得数（DRB），⑧ 
オフェンスリバウンド獲得数（ORB），⑨ アシスト数（AST），⑩ スティール数（STL），⑪ ター
ンオーバー数（TO），⑫ ブロック数（BLK），⑬ ファウル数（FC）． 
 
(3) 分析方法 
 分析項目は全て 100 ポゼッション当たりの値に標準化した．各試合のポゼッションは Oliver
（2004）の式を用いて算出した．試合を得点差で分類する際には k平均法を用いた．勝敗を分け
る因子及び各大陸を分ける因子の分析には判別分析を用いた． 
ショット選択のカテゴリー間の比較及び経年変化の分析には分散分析を用いた．ショット成

功率のカテゴリー間の比較及び経年変化の分析には Fisher の正確確率検定を用いた． 
 
４．研究成果 
(1) 勝敗判別因子の年齢及び性別による違い 
 男女の年代別（成年，19 歳以下，17 歳以
下）の各世界選手権及びオリンピックにおい
て，勝敗判別への寄与が年齢依存的に増加ま
たは減少するゲーム関連統計値が見られる
こと及び勝敗判別に寄与するゲーム関連統
計値に性差が存在することが確認できた．ア
シストの勝敗判別への寄与は年齢依存的に
増大するが，フリースローの勝敗判別への寄
与は年齢依存的に減少することが示された．
また，女子の試合では 2点シュート成功数の
勝敗判別への寄与が大きいが，男子の試合で
はその寄与が小さいことが示された． 
 
(2) ゲーム構造の地域差と年齢及び性別の関係 
 成年，18 歳以下及び 16 歳以下の各大陸選手権（アフリカ，アメリカ，アジア，ヨーロッパ）
においてゲーム構造の地域差が形成されていることが確認できた．男女のゲームの特性を同大
陸で比較すると，共通する特性と異なる特性の両方が見られ，ゲームの地域特性に性差が存在す
ることが示唆された．また，男子の場合は各年代ともに類似した特性が見られ，ゲーム構造の地
域差が 16 歳以下の段階で形成されていることが示唆された．それに対して，女子の場合は成年

図 1 ゲーム関連統計値の勝敗判別への寄与 （Madarame 2018）/ CC BY 4.0 



と 18 歳以下の大会で同様の特性を示した大陸がある一方で，成年と 18 歳以下の大会で異なる
特性を示した大陸もあり，地域特性の形成過程にも地域差があることが示唆された． 

            
        図 2 18 歳以下女子大陸選手権の判別図 （Madarame 2018）/ CC BY 4.0          図 3 成年女子大陸選手権の判別図 （Madarame 2018）/ CC BY 4.0 

 
 
(3) ショット選択及びショット成功率のカテゴリー間比較及び経年変化 
 女子では成年の大会と 17 歳以下の大会のショット選択は類似していたが，男子では差異が見
られ，17 歳以下の大会における 100 ポゼッション当たりの 3 点シュート試投数は成年の大会に
おける試投数よりも有意に少なかった．3ポイントラインのゴールからの距離の延伸は，17歳以
下男子を除く全てのカテゴリーの国際大会におけるショット選択に同様の影響を与えていた（分
析を行った 2010 年代の国際大会では，2010 年開催の大会のみ 3ポイントラインのゴールからの
距離が旧ルールの6.25mとなっており，2012年以降の大会では新ルールの6.75mとなっている）．
すなわち，2点シュートの 100 ポゼッション当たりの試投数は増加し，3点シュートの 100 ポゼ
ッション当たりの試投数は減少していた．しかし，これらの変化は 10年以内に解消し，2018 年
までには全てのカテゴリーで 2010 年の値と有意な差のない値に戻っていた．3 ポイントライン
のゴールからの距離の延伸が 3点シュート成功率に与えた影響は限定的であった．3点シュート
成功率は年齢による差異が顕著であった． 
 

 
図 4 100 ポゼッション当たりの （a） 2 点シュート及び （b） 3 点シュート試投数のカテゴリー別経年変化 （Madarame 2021）/ CC BY 4.0 

 
 

 
図 5 100 ポゼッション当たりの （a） 2 点シュート及び （b） 3 点シュート試投数の交互作用プロット （Madarame 2021）/ CC BY 4.0 
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